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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期
第１四半期
連結累計期間

第12期
第１四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年６月30日

自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上収益 （百万円） 107,708 105,351 433,855

税引前四半期利益または税引前

利益
（百万円） 21,998 19,741 78,764

親会社の所有者に帰属する

四半期（当期）利益
（百万円） 16,981 13,959 57,963

親会社の所有者に帰属する

四半期（当期）包括利益
（百万円） 21,221 21,203 60,861

親会社の所有者に帰属する持分 （百万円） 866,018 888,321 882,808

資産合計 （百万円） 983,871 1,033,346 1,047,621

基本的１株当たり四半期

（当期）利益
（円） 30.27 24.89 103.35

希薄化後１株当たり四半期

（当期）利益
（円） － 24.89 103.35

親会社所有者帰属持分比率 （％） 88.0 86.0 84.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 7,760 609 66,943

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △15,859 △7,488 △19,178

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △14,696 △14,530 △32,501

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 90,625 106,498 127,030

 （注）１ 当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

       ２　売上収益には、消費税等は含まれておりません。

３　第11期第１四半期連結累計期間の希薄化後１株当たり四半期利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

４　第11期第２四半期連結会計期間より、基本的１株当たり四半期（当期）利益および希薄化後１株当たり四半

期（当期）利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、取締役等に対する業績連動

型株式報酬に係る信託（以下、役員報酬BIP信託）が所有する当社株式を含めております。

５　上記指標は、国際財務報告基準（IFRS）により作成された要約四半期連結財務諸表および連結財務諸表に基

づいております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。なお、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間（2018年４月１日～６月30日）の連結経営成績は以下のとおりとなりました。

（単位：百万円）
 

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率

売上収益 107,708 105,351 △2,357 △2.2％

コア営業利益 21,986 19,304 △2,682 △12.2％

営業利益 21,050 19,304 △1,746 △8.3％

税引前四半期利益 21,998 19,741 △2,257 △10.3％

親会社の所有者に帰属

する四半期利益
16,981 13,959 △3,022 △17.8％

 
 

①売上収益

　売上収益は、前年同期比△2.2％、23億円減収の1,053億円となりました。

　（単位：百万円）
 

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率

医薬品事業 107,708 105,351 △2,357 △2.2％

国内医療用医薬品 79,973 71,653 △8,320 △10.4％

海外医療用医薬品 5,938 12,948 ＋7,010 ＋118.1％

ロイヤリティ収入等 20,476 18,520 △1,956 △9.6％

一般用医薬品 1,160 1,204 ＋44 ＋3.8％

その他 161 1,026 ＋865 ＋537.3％

・国内医療用医薬品は、関節リウマチなどの治療剤「シンポニー」や麻しん風しん混合ワクチン「ミールビッ

ク」の伸長、2017年９月に発売した２型糖尿病治療剤「カナリア」の寄与があったものの、2018年４月の薬価

改定や、2017年10月のジェネリック医薬品事業の譲渡などの影響により、前年同期比10.4％減収の716億円とな

りました。

・海外医療用医薬品は、2017年８月に米国で発売した筋萎縮性側索硬化症（Amyotrophic Lateral Sclerosis：

ALS）治療剤「ラジカヴァ」が大きく寄与し、前年同期比118.1％増収の129億円となりました。

・ロイヤリティ収入等は、ノバルティス社に導出した多発性硬化症治療剤「ジレニア」は引き続き伸長しました

が、ヤンセンファーマシューティカルズ社に導出した２型糖尿病治療剤「インヴォカナ」および同剤とメトホ

ルミンの合剤に係るロイヤリティ収入が減少したことに加え、前年同期には導出に係る一時的な収益もあった

ことから、前年同期比9.6％減収の185億円となりました。
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②コア営業利益（※）・営業利益

　コア営業利益は、前年同期比△12.2％、26億円減益の193億円となりました。

　米国での「ラジカヴァ」の発売が寄与したものの、薬価改定による減収、長期収載品やロイヤリティ収入の減収

の影響に加え、後期開発へのステージアップやニューロダーム社の買収などによる研究開発費の増加等により、減

益となりました。営業利益は、コア営業利益と同額の193億円（前年同期比△8.3％、17億円減益）となりました。

 

※当社グループは、国際財務報告基準（以下、IFRS）を適用しており、会社の経常的な収益性を示す段階利益とし

て「コア営業利益」を導入し、経営管理等の重要指標と位置付けております。「コア営業利益」は、営業利益か

ら当社グループが定める非経常的な要因による損益（以下、非経常項目）を除外したものです。非経常項目は、

事業譲渡による収益、構造改革費用、製品に係る無形資産の減損損失、災害による損失等であります。

 

（２）財政状態の状況

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度末

（2018年３月末）

当第１四半期

連結会計期間末

（2018年６月末）

増減

非流動資産 462,096 469,516 ＋7,420

流動資産 585,525 563,830 △21,695

資産合計 1,047,621 1,033,346 △14,275

負債 152,794 132,541 △20,253

資本 894,827 900,805 ＋5,978

負債及び資本合計 1,047,621 1,033,346 △14,275

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前期末比142億円減少の１兆333億円となりました。前期末

からの主な変動要因は以下のとおりです。

・非流動資産は、製品に係る無形資産の為替変動による増加、国内上場株式や年金資産等の公正価値評価による

金融資産および退職給付に係る資産の増加等により、前期末比74億円増加の4,695億円となりました。

・流動資産は、法人所得税や配当金の支払などによる現金及び現金同等物の減少が、営業債権やその他の金融資

産の増加を上回り、前期末比216億円減少の5,638億円となりました。

・負債は、未払法人所得税や営業債務の減少等により、前期末比202億円減少の1,325億円となりました。

・資本は、四半期利益の計上、為替換算調整勘定の増加、国内上場株式等の金融資産および年金資産の公正価値

評価等による増加、剰余金の配当に伴う減少により、前期末比59億円増加の9,008億円となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）
 

  
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減

 営業キャッシュ・フロー 7,760 609 △7,151

 投資キャッシュ・フロー △15,859 △7,488 ＋8,371

 財務キャッシュ・フロー △14,696 △14,530 ＋166

現金・現金同等物増減額 △22,592 △20,532 ＋2,060

現金・現金同等物期首残高 113,215 127,030 ＋13,815

現金・現金同等物四半期末残高 90,625 106,498 ＋15,873

　当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは205億円の支出となり、当第１四半期連結会計期間末

の現金及び現金同等物は1,064億円となりました。

・営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期利益の計上などの収入要因が、営業債権の増加、営業債

務の減少、法人所得税の支払などの支出要因を上回り、６億円の収入となりました。

・投資活動によるキャッシュ・フローは、手元資金の運用や設備投資などにより、74億円の支出となりました。

・財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払などにより、145億円の支出となりました。

 

（４）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費は196億円となり、売上収益に対する比率は18.7％となりまし

た。当第１四半期連結累計期間の主な臨床開発活動の進捗状況は、以下のとおりです。

 

承認取得

・2018年６月、抗真菌剤「ジュブリア」の爪白癬について、台湾で承認を取得しました。

 

承認申請

・MCI-186（エダラボン／米国製品名：ラジカヴァ）のALSについて、2018年４月にカナダで、同年５月に欧州で

申請しました。

・2018年６月、MP-214（ドパミンD3／D2受容体パーシャルアゴニスト）の統合失調症について、シンガポールで

申請しました。

 

なお、2018年７月、MP-513（テネリグリプチン／国内製品名：テネリア）の２型糖尿病について、シンガポー

ルで申請しました。

 

臨床試験の開始

・当第１四半期連結累計期間での臨床試験の開始はありません。

 

なお、2018年７月、MT-7117の赤芽球性プロトポルフィリン症について、第２相臨床試験を米国で開始しまし

た。

 

導出品の状況

・2018年５月、FTY720（フィンゴリモド塩酸塩／製品名：ジレニア）の小児・多発性硬化症について、導出先の

ノバルティス社が米国で承認を取得しました。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,000,000,000

計 2,000,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2018年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 561,417,916 561,417,916
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 561,417,916 561,417,916 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2018年４月１日～

2018年６月30日
－ 561,417,916 － 50,000 － 48,036

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

2018年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    431,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 560,878,800 5,608,788 －

単元未満株式 普通株式    107,916 － －

発行済株式総数 561,417,916 － －

総株主の議決権 － 5,608,788 －

　（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式９株が含まれております。

２　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員報酬BIP信託が所有する当社株式が211,100株（議決

権の数2,111個）含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）      

田辺三菱製薬株式会社
大阪市中央区道修町

三丁目２番10号
431,200 － 431,200 0.08

計 － 431,200 － 431,200 0.08

（注）上記には、役員報酬BIP信託が所有する当社株式は含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

田辺三菱製薬株式会社(E00924)

四半期報告書

 7/25



第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）第93条の規定により、国際会計基準（以下、IAS）第34

号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る要約四半期連結

財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。なお、新日本有限責任監査

法人は、名称変更により、2018年７月１日をもってEY新日本有限責任監査法人となりました。
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１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結損益計算書】

 

（単位：百万円）
 

 注記
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

売上収益 ６ 107,708  105,351

売上原価  42,562  42,350

売上総利益  65,146  63,001

販売費及び一般管理費  24,421  23,188

研究開発費  18,090  19,648

製品に係る無形資産償却費  527  734

その他の収益 ７ 127  211

その他の費用 ８ 1,193  342

持分法による投資利益  8  4

営業利益  21,050  19,304

金融収益 10 1,014  478

金融費用 10 66  41

税引前四半期利益  21,998  19,741

法人所得税  5,585  6,631

四半期利益  16,413  13,110

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者持分  16,981  13,959

非支配持分  △568  △849

四半期利益  16,413  13,110

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円） ９ 30.27  24.89

希薄化後１株当たり四半期利益（円） ９ －  24.89

 

EDINET提出書類

田辺三菱製薬株式会社(E00924)

四半期報告書

 9/25



（２）【要約四半期連結包括利益計算書】

 

（単位：百万円）
 

 注記
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

四半期利益  16,413  13,110

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて測定する金融資産の

公正価値の純変動
10 1,198  1,193

確定給付制度の再測定  2,397  727

純損益に振り替えられることのない項目合計  3,595  1,920

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  929  5,400

持分法適用会社におけるその他の包括利益に

対する持分
 △7  △10

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計  922  5,390

税引後その他の包括利益合計  4,517  7,310

四半期包括利益  20,930  20,420

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者持分  21,221  21,203

非支配持分  △291  △783

四半期包括利益  20,930  20,420
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（３）【要約四半期連結財政状態計算書】

（単位：百万円）
 

 注記
前連結会計年度
（2018年３月31日）

 
当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

資産     

非流動資産     

有形固定資産  80,457  79,678

のれん  90,313  90,787

無形資産  200,940  205,896

持分法で会計処理されている投資  16,445  16,439

その他の金融資産 10 46,109  47,708

退職給付に係る資産  22,711  23,649

その他の非流動資産  379  372

繰延税金資産  4,742  4,987

非流動資産合計  462,096  469,516

     

流動資産     

棚卸資産  81,998  76,324

営業債権  123,537  124,225

その他の金融資産 10 246,733  249,243

その他の流動資産  6,227  7,540

現金及び現金同等物  127,030  106,498

流動資産合計  585,525  563,830

資産合計  1,047,621  1,033,346
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（単位：百万円）
 

 注記
前連結会計年度
（2018年３月31日）

 
当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

負債及び資本     

負債     

非流動負債     

借入金 10 420  381

その他の金融負債  2,199  2,216

退職給付に係る負債  868  884

引当金  8,571  8,049

その他の非流動負債  5,505  5,504

繰延税金負債  37,861  39,428

非流動負債合計  55,424  56,462

     

流動負債     

借入金 10 122  113

営業債務  35,631  28,882

その他の金融負債  20,737  18,730

未払法人所得税  18,093  7,241

引当金  1,934  3,209

その他の流動負債  20,853  17,904

流動負債合計  97,370  76,079

負債合計  152,794  132,541

     

資本     

資本金  50,000  50,000

資本剰余金  451,228  451,240

自己株式  △1,045  △1,046

利益剰余金  382,122  381,107

その他の資本の構成要素  503  7,020

親会社の所有者に帰属する持分合計  882,808  888,321

非支配持分  12,019  12,484

資本合計  894,827  900,805

負債及び資本合計  1,047,621  1,033,346
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（４）【要約四半期連結持分変動計算書】

 

前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

（単位：百万円）
 

 注記

親会社の所有者に帰属する持分

資本金  資本剰余金  自己株式  利益剰余金  

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

 

その他の包
括利益を通
じて測定す
る金融資産
の公正価値
の純変動

2017年４月１日残高  50,000  451,187  △496  353,427  △4,666  11,101

四半期利益  －  －  －  16,981  －  －

その他の包括利益  －  －  －  －  652  1,198

四半期包括利益合計  －  －  －  16,981  652  1,198

自己株式の取得  －  －  △1  －  －  －

自己株式の処分  －  －  －  －  －  －

配当金 11 －  －  －  △15,707  －  －

株式報酬取引  －  －  －  －  －  －

その他の資本の構成要

素から利益剰余金への

振替

 －  －  －  2,510  －  △113

所有者による拠出及び所

有者への配分合計
 －  －  △1  △13,197  －  △113

新株の発行  －  －  －  －  －  －

子会社等に対する所有持

分の変動額合計
 －  －  －  －  －  －

所有者との取引額合計  －  －  △1  △13,197  －  △113

2017年６月30日残高  50,000  451,187  △497  357,211  △4,014  12,186

 

当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

（単位：百万円）
 

 注記

親会社の所有者に帰属する持分

資本金  資本剰余金  自己株式  利益剰余金  

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

 

その他の包
括利益を通
じて測定す
る金融資産
の公正価値
の純変動

2018年４月１日残高  50,000  451,228  △1,045  382,122  △13,194  13,717

四半期利益  －  －  －  13,959  －  －

その他の包括利益  －  －  －  －  5,334  1,193

四半期包括利益合計  －  －  －  13,959  5,334  1,193

自己株式の取得  －  －  △1  －  －  －

自己株式の処分  －  0  0  －  －  －

配当金 11 －  －  －  △15,701  －  －

株式報酬取引  －  12  －  －  －  －

その他の資本の構成要

素から利益剰余金への

振替

 －  －  －  727  －  －

所有者による拠出及び所

有者への配分合計
 －  12  △1  △14,974  －  －

新株の発行  －  －  －  －  －  －

子会社等に対する所有持

分の変動額合計
 －  －  －  －  －  －

所有者との取引額合計  －  12  △1  △14,974  －  －

2018年６月30日残高  50,000  451,240  △1,046  381,107  △7,860  14,910
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前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

（単位：百万円）

 注記

親会社の所有者に帰属する持分

 非支配持分  資本合計

その他の資本の構成要素

 
親会社の所有
者に帰属する
持分合計

確定給付制度
の再測定

 

持分法適用会
社におけるそ
の他の包括利
益に対する持
分

 合計

2017年４月１日残高  －  △48  6,387  860,505  10,925  871,430

四半期利益  －  －  －  16,981  △568  16,413

その他の包括利益  2,397  △7  4,240  4,240  277  4,517

四半期包括利益合計  2,397  △7  4,240  21,221  △291  20,930

自己株式の取得  －  －  －  △1  －  △1

自己株式の処分  －  －  －  －  －  －

配当金 11 －  －  －  △15,707  －  △15,707

株式報酬取引  －  －  －  －  －  －

その他の資本の構成要

素から利益剰余金への

振替

 △2,397  －  △2,510  －  －  －

所有者による拠出及び所

有者への配分合計
 △2,397  －  △2,510  △15,708  －  △15,708

新株の発行  －  －  －  －  1,085  1,085

子会社等に対する所有持

分の変動額合計
 －  －  －  －  1,085  1,085

所有者との取引額合計  △2,397  －  △2,510  △15,708  1,085  △14,623

2017年６月30日残高  －  △55  8,117  866,018  11,719  877,737

 

当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

（単位：百万円）

 注記

親会社の所有者に帰属する持分

 非支配持分  資本合計

その他の資本の構成要素

 
親会社の所有
者に帰属する
持分合計

確定給付制度
の再測定

 

持分法適用会
社におけるそ
の他の包括利
益に対する持
分

 合計

2018年４月１日残高  －  △20  503  882,808  12,019  894,827

四半期利益  －  －  －  13,959  △849  13,110

その他の包括利益  727  △10  7,244  7,244  66  7,310

四半期包括利益合計  727  △10  7,244  21,203  △783  20,420

自己株式の取得  －  －  －  △1  －  △1

自己株式の処分  －  －  －  0  －  0

配当金 11 －  －  －  △15,701  －  △15,701

株式報酬取引  －  －  －  12  －  12

その他の資本の構成要

素から利益剰余金への

振替

 △727  －  △727  －  －  －

所有者による拠出及び所

有者への配分合計
 △727  －  △727  △15,690  －  △15,690

新株の発行  －  －  －  －  1,248  1,248

子会社等に対する所有持

分の変動額合計
 －  －  －  －  1,248  1,248

所有者との取引額合計  △727  －  △727  △15,690  1,248  △14,442

2018年６月30日残高  －  △30  7,020  888,321  12,484  900,805
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（５）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）
 

 注記
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  21,998  19,741

減価償却費及び償却費  2,821  2,897

受取利息及び受取配当金  △530  △440

持分法による投資損益（△は益）  △8  △4

営業債権の増減額（△は増加）  △9,359  △600

棚卸資産の増減額（△は増加）  4,730  6,062

営業債務の増減額（△は減少）  △8,097  △7,394

引当金の増減額（△は減少）  △116  669

退職給付に係る資産の増減額（△は増加）  13  24

その他  △361  △2,367

（小計）  11,091  18,588

利息の受取額  71  132

配当金の受取額  432  288

利息の支払額  △36  △41

法人所得税の支払額  △3,798  △18,358

営業活動によるキャッシュ・フロー  7,760  609

投資活動によるキャッシュ・フロー     

定期預金の預入による支出  △75  △553

定期預金の払戻による収入  －  3,697

有形固定資産の取得による支出  △3,335  △1,275

無形資産の取得による支出  △3,180  △454

投資の取得による支出  △159,000  △107,029

投資の売却及び償還による収入  149,792  98,117

その他  △61  9

投資活動によるキャッシュ・フロー  △15,859  △7,488

財務活動によるキャッシュ・フロー     

非支配株主からの払込による収入  1,085  1,248

配当金の支払額 11 △15,707  △15,701

その他  △74  △77

財務活動によるキャッシュ・フロー  △14,696  △14,530

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響  203  877

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △22,592  △20,532

売却目的で保有する資産への振替に伴う

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
 2  －

現金及び現金同等物の期首残高  113,215  127,030

現金及び現金同等物の四半期末残高  90,625  106,498
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

　田辺三菱製薬株式会社（以下、当社）は日本に所在する企業であり、東京証券取引所市場第一部に上場してお

ります。当社の登記している本社の住所は、ホームページ（https://www.mt-pharma.co.jp/）で開示しておりま

す。

　本要約四半期連結財務諸表は、当社およびその子会社（以下、当社グループ）ならびにその関連会社および共

同支配の取決めに対する持分から構成され、2018年６月30日を期末日としております。

　当社グループは、主に医薬品事業を営んでおります。

　なお、当社の親会社は株式会社三菱ケミカルホールディングスであります。

 

２．作成の基礎

（１）IFRSに準拠している旨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表規則」第１条の２の「指定国際会計基準

特定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規定により、IAS第34号「期中財務報告」に準拠して作成し

ております。

　要約四半期連結財務諸表は、年度の連結財務諸表で要求されるすべての情報が含まれていないため、前連結

会計年度の連結財務諸表とあわせて利用されるべきものであります。

 

（２）財務諸表の承認

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、2018年８月６日に代表取締役社長三津家正之によって承認され

ております。

 

（３）測定の基礎

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定する金融商品等を除き、取得原価を基礎として

作成しております。

 

（４）表示通貨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を四捨五入して表示しております。

 

３．重要な会計方針

　要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下の項目を除き、前連結会計年度に係る連結

財務諸表において適用した会計方針と同一であります。

　なお、各四半期における法人所得税費用は、年間の見積実効税率に基づいて算定しております。

　当社グループは、当第１四半期連結会計期間より、以下の基準書を適用しております。同基準書の適用にあた

り、経過措置として認められている累積的影響額を適用開始日に遡及的に認識する方法（修正遡及法）を採用し

ました。

IFRS 新設・改訂の概要

IFRS第15号 顧客との契約から生じる収益 収益認識に関する会計処理の改訂
 

　当社グループは、IFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」（2014年５月公表）および「IFRS第15号の明確

化」（2016年４月公表）（あわせて以下「IFRS第15号」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用してお

ります。

　IFRS第15号の適用に伴い、IFRS第９号「金融商品」に基づく利息および配当収益等を除き、以下の５ステップ

を適用することにより収益を認識しております。

　　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　　ステップ３：取引価格を算定する。

　　ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する。

　　ステップ５：履行義務の充足時に（または充足するにつれて）収益を認識する。

 

　IFRS第15号の適用が当社グループの要約四半期連結財務諸表に与える重要な影響はありません。

 

　具体的な収益認識の基準は「注記６．売上収益」に記載しております。
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４．重要な会計上の見積り、判断および仮定

　要約四半期連結財務諸表の作成にあたり、経営者は、会計方針の適用ならびに資産、負債、収益および費用の

報告額に影響を及ぼす見積り、判断および仮定の設定を行っております。

　会計上の見積りの結果は、その性質上、実際の結果とは異なる可能性があります。

　見積りおよびその基礎となる仮定は継続して見直され、会計上の見積りの見直しによる影響は、その見積りを

見直した会計期間と将来の会計期間において認識しております。

　要約四半期連結財務諸表における主な会計上の見積り、判断および仮定は、前連結会計年度に係る連結財務諸

表と同様であります。

 

５．事業セグメント

　当社グループは、「医薬品事業」の単一セグメントであるため、報告セグメント別の記載は省略しておりま

す。

 

６．売上収益

　主たる地域市場における収益の分解は、以下のとおりであります。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

（単位：百万円）

 金額

日本 74,159

欧州 16,411

北米 9,153

アジア 5,569

その他 59

合計 105,351

(注）売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

 

　当社グループは、医療用医薬品および一般用医薬品等に関する事業を国内および海外で行っております。

　製商品の販売は、製商品を顧客に引き渡した時点で、製商品の支配が顧客に移転し、履行義務が充足されるこ

とから、当該時点で収益を認識しております。

　製商品の販売から生じる収益は、顧客との契約において約束された対価から、値引き、リベートおよび返品な

どを控除した金額で測定しております。

　製商品の販売に係る対価は、顧客へ製商品を引き渡した時点から主として１年以内に受領しております。な

お、重大な金融要素は含んでおりません。

　当社グループは、第三者に製品の製造や販売、技術の使用等を認めた契約によりロイヤリティ等収入を得てお

ります。

　契約一時金は、履行義務が一時点で充足される場合には、使用等を許諾した時点で収益を認識しております。

履行義務が一時点で充足されない場合には、繰延収益として計上し、履行義務の充足に従い一定期間にわたって

収益を認識しております。

　マイルストンペイメントは、事後に重要な戻入れの可能性を考慮し、契約上のマイルストンが達成された時に

収益を認識しております。

　ランニングロイヤリティは、契約先の売上等を算定基礎として測定し、その発生時点を考慮して収益を認識し

ております。

　ロイヤリティ等収入は、契約に基づく権利の確定時点から主として１年以内に受領しております。なお、重大

な金融要素は含んでおりません。
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７．その他の収益

　その他の収益の内訳は、以下のとおりであります。

（単位：百万円）
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

固定資産賃貸料収入 45 40

その他 82 171

合計 127 211

 

８．その他の費用

　その他の費用の内訳は、以下のとおりであります。

（単位：百万円）
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

構造改革費用（注） 884 －

有形固定資産の減損損失 52 11

有形固定資産の除売却損 32 22

その他 225 309

合計 1,193 342

（注）構造改革費用の内訳は、以下のとおりであります。

　　　　前第１四半期連結累計期間：製造子会社である株式会社バイファにおける事業終息に向けた退職加算金

の見込額であります。
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９．１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益および希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎   

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 16,981 13,959

親会社の普通株主に帰属しない四半期利益（百万円） － －

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
16,981 13,959

期中平均普通株式数（千株） 560,988 560,775

   

希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎   

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
－ 13,959

四半期利益調整額（百万円） － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
－ 13,959

期中平均普通株式数（千株） － 560,775

業績連動型株式報酬による普通株式増加数（千株） － 15

希薄化後の期中平均普通株式数（千株） － 560,791

   

１株当たり四半期利益   

基本的１株当たり四半期利益（円） 30.27 24.89

希薄化後１株当たり四半期利益（円） － 24.89

（注）１　前第１四半期連結累計期間の希薄化後１株当たり四半期利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

２　当第１四半期連結累計期間の基本的１株当たり四半期利益および希薄化後１株当たり四半期利益の算定

において、役員報酬BIP信託が所有する当社株式を自己株式として処理していることから、期中平均普通

株式数から当該株式数を控除しております。
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10．金融商品

　金融商品の公正価値

　金融商品の公正価値ヒエラルキーは、レベル１からレベル３までを以下のように分類しております。

レベル１：活発な市場における無調整の公表価格により測定された公正価値

レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接または間接的に使用して算出された公正価値

レベル３：重要な観察可能な市場データに基づかないインプットを含む、評価技法から算出された公正価

値

　公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替は、各四半期の期末日で発生したものとして認識しております。

　公正価値で測定している金融資産および金融負債は、以下のとおりであります。

 

前連結会計年度（2018年３月31日）

（単位：百万円）

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産     

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産     

株式 403 － 675 1,078

その他 － － 264 264

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産     

株式 31,822 － 5,564 37,386

その他 － － 3 3

合計 32,225 － 6,506 38,731

　前連結会計年度において、公正価値ヒエラルキーのレベル１、２および３の間の振替はありません。

　上記の金融資産は、連結財政状態計算書の「その他の金融資産」に含まれております。
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当第１四半期連結会計期間（2018年６月30日）

（単位：百万円）
 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産     

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産     

株式 301 － 732 1,033

その他 － － 256 256

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産     

株式 33,266 － 5,836 39,102

その他 － － 3 3

合計 33,567 － 6,827 40,394

　当第１四半期連結累計期間において、公正価値ヒエラルキーのレベル１、２および３の間の振替はありませ

ん。

　上記の金融資産は、要約四半期連結財政状態計算書の「その他の金融資産」に含まれております。

 

　レベル３に分類される金融商品は、主に、非上場株式であります。

　非上場株式のうち、重要性の高い銘柄の公正価値は、合理的に入手可能なインプットにより、類似企業比較

法またはその他の適切な評価技法を用いて算定しております。なお、必要に応じて一定の非流動性ディスカウ

ント等を加味しております。また、重要性の低い銘柄の公正価値は、簿価純資産を基礎として算定しておりま

す。

　レベル３に分類される資産については、適切な権限者に承認された公正価値測定に係る評価方法を含む評価

方針および手続に従い、評価者が各対象資産の評価方法を決定し、公正価値を測定しております。公正価値測

定の結果は、適切な権限者がレビュー、承認しております。

 

　レベル３に分類された金融商品の増減は、以下のとおりであります。

（単位：百万円）
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

期首残高 7,433 6,506

純損益（注）１ △8 17

その他の包括利益（注）２ 544 272

購入等による増加 － 29

売却・償還・決済等による減少 － △35

その他の増減 △2 38

期末残高 7,968 6,827

報告期間末に保有している資産について純損益に

計上された当期の未実現損益の変動（注）１
△8 17

（注）１　要約四半期連結損益計算書の「金融収益」および「金融費用」に含まれております。

２　要約四半期連結包括利益計算書の「その他の包括利益を通じて測定する金融資産の公正価値の純変

動」に含まれております。
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　償却原価で測定している金融資産および金融負債の帳簿価額と公正価値は、以下のとおりであります。

前連結会計年度（2018年３月31日）

（単位：百万円）
 

 帳簿価額
公正価値

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産      

債券 31,700 － 702 30,950 31,652

金融負債      

長期借入金 542 － － 545 545

　上記の金融資産および金融負債は、連結財政状態計算書の「その他の金融資産」および「借入金」に含まれ

ております。

 

当第１四半期連結会計期間（2018年６月30日）

（単位：百万円）
 

 帳簿価額
公正価値

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産      

債券 31,700 － 700 30,980 31,680

金融負債      

長期借入金 494 － － 497 497

　上記の金融資産および金融負債は、要約四半期連結財政状態計算書の「その他の金融資産」および「借入

金」に含まれております。

 

　償却原価で測定する金融資産および金融負債については、債券および長期借入金を除いて、公正価値は帳簿

価額と近似しておりますので、債券および長期借入金以外の記載は省略しております。

　レベル２に分類される債券の公正価値は、取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

　レベル３に分類される債券は担保付社債等であり、その公正価値は取引先金融機関から提示された価格を参

照し、算定しております。

　長期借入金のうち、固定金利によるものの公正価値については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を

行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値に基づき算定しております。なお、１年以内返済予定の長

期借入金は、長期借入金に含めております。

　変動金利による長期借入金は、短期間で市場金利を反映しており、公正価値は要約四半期連結財政状態計算

書計上額と近似しております。
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11．配当金

 

前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

 

（１）配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2017年６月21日

定時株主総会
普通株式 15,707 28 2017年３月31日 2017年６月22日

 

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

 

（１）配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 15,707 28 2018年３月31日 2018年６月25日

（注）上記の配当金の総額には、役員報酬BIP信託の所有する当社株式に対する配当金５百万円が含まれており

ます。

 

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

12．後発事象

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年８月６日

田辺三菱製薬株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小川　佳男　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 剣持　宣昭　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗原　裕幸　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田辺三菱製薬株
式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018年
６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る要約四半期連結財務諸
表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約四半
期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
要約四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第93条の規定により国際会計基準第
34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬
による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から要約四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、国際会計基準第34号「期中財務報
告」に準拠して、田辺三菱製薬株式会社及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第
１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

田辺三菱製薬株式会社(E00924)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１要約四半期連結財務諸表
	（１）要約四半期連結損益計算書
	（２）要約四半期連結包括利益計算書
	（３）要約四半期連結財政状態計算書
	（４）要約四半期連結持分変動計算書
	（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	要約四半期連結財務諸表注記


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

